
（8）軍用飛行場づくり

飛行場づくりにかり出された学徒政府は、中国との戦争に全

力をあげるために、1938（昭和13）年に「国家総動員法」をきめ

ました。この法律により、日本国民を、どこでも政府が曲要と思う

業務につかせることができるようになりました。
ほうこ〈たい

1942（昭和17）年、学生・生徒は高知県学校報国隊に組織され
ぐんじゅ

学校での勉強は少なく、軍需産業や食糧増産のための勤労奉仕など

に動員されるようになりました。

1942年、南国市日章地区（旧三島村）に軍用の飛行場をつくる
ゆうどうろえんたい

時には、県内の学生・生徒が総動員されて誘導路や掩体（ごう）つ

くりに奉仕しました。掩体というのは、敵機に発見されないよう飛
かくのうこ

行機をかくす格納庫のことです。学徒の空腹をこらえた作業は痛々
かんしよ

しいもので、ふきんの農家一帯に甘藷その他の食べる物を求める姿

がたびたびありました。
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前浜地区に残っている掩体
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消えた村と山1941（昭和16）年1月から1944（昭和19）年

にかけて三島村は軍用飛行場として国に強制的に買い取られること
あいことば

になりました。「戦争に勝つためには」の合言葉の前にはだれも反

対できませんでした。先祖代々住みなれたふるさとを、住民は涙を
はな

ぬぐいながら離れていきました。移転先をさがし家を建てたり田畑

を買うことにも、多くの村民が苦労しました。
にぐるま

海岸の砂利をトラックや荷車、リヤカーなど使って運び、村の士
二うずいつなみ

地を整地していきました。物部川の洪水や津波のとき逃げ登ったと
いのちや炎ひさえだ

伝えられている命山（久枝山）もしだいにけずられ飛行場のかたち

になっていきました。こうして、263戸、約1,500人が生活していた

三島村は消えてしまったのです。
かつそうろ

三島村小学校跡の碑(高知龍馬空港北）やがて、滑走路ができると、赤トン

三島村にあった小学校も立ちのき､子どもボと呼ばれた練習機｢首毒｣が爆音を
たちはまわりの学校へと転校させられた。

ひび くんれん

響かせ、訓練飛行をする光景がみられ

るようになりました＝

開拓記念碑（前浜）
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白菊（第22海軍航空隊の碑の裏トーチカ（南国市物部

〈んれん

この飛行場は、飛行訓練を主な目的としたものでしたが、戦争も
しらぎくばくだん

終わりに近づいたころには、練習機「白菊」に爆弾を2このせて、
こうけ.きかみ か ぜ かつそうろ

特別攻撃（神風特別攻撃隊）へと、この滑走路から飛びたっていき

ました。

飛行場は、今、ジェット機が飛びかう新しい飛行場へと変わって
えんたく

います。戦争当時の様子をうかがい知るものとしては、前記の掩体

高知海軍航空隊平面図（防衛庁資料により再製

。
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白菊

(号模型､2000年｢戦争と平和｣展にて､中村氏製作
白菊エンジンカバーとタイヤ

さ てき

が7体、トーチカが1基残っています。トーチカは、敵の攻撃に備
じんち きかんじゅう

えてコンクリートで作られた陣地で、中にかくれて機関銃などで撃

つところです。当時、飛行場の東西に1基ずつありましたが、現在

は東側の1基のみが残っています。

また、1981（昭和56）年、漁師の網が何かに引っかかることか

ら発見され、引き上げられたアメリカ軍の戦闘機のエンジン部とプ

ロペラが、となりの香南市吉川町に残されています。

米軍機「グラマン」のエンジンとプロペラ（香南市吉川町天然色市場に展示
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伽イド

.南から来ると､民家のⅢlからど号

つしIと座るIllのように見え皇

色ふ

一

戸掩体は､敵の攻蝶から飛行機を守るためのもの｡鉄筋

コンクリート製のもの､木造のもの､雌根がなくよう雌
のみのものなどがあったんだ｡9雛巡られたコンクリー

ト製のもののうち7悲が残っているんだよ。
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県道のすぐ側にあるツタで榎わ

れた掩体。
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